
技 術 開 発 課 題 の 概 要技 術 開 発 課 題 の 概 要技 術 開 発 課 題 の 概 要技 術 開 発 課 題 の 概 要

【技術 開発課題 】 自己 潤 滑 性 セ ラ ミッ クス

【 開 発 技 術 分 野 】 １ ． 材 料・ プ ロ セ ス 技 術 分 野

【 開 発 の ポ イ ン ト 】
ア ル ミ ナ 等 の セ ラ ミ ッ ク ス と ク ロ ム 酸 バ リ ウ ム と の 複 合 セ ラ ミ ッ ク ス で 、 原 料 粉 末

を 粒 度 調 整 し 、 焼結 後 大 気 中 で 熱 処 理 す る こ と に よ り 良好 なし ゅ う 動 材 料 と な る 。

【 概 要 】 ア ル ミ ナ 等 の セ ラ ミ ッ ク ス と ク ロ ム 酸 バ リ ウ ム を 各 種 割 合 で 混 合 焼 結
し た 複 合 セ ラ ミ ッ ク ス で 、 原 料 粉 末 の 粒 度 、 焼 結 後 の 熱 処 理 等 に よ り 摩 擦 係 数 、 耐 摩

耗 性 を コ ン ト ロ ー ル 出 来 る 可 能 性 が あ る 。 通 常 の セ ラ ミ ッ ク ス に 比 べ 摩 擦 係 数 が 低 く

耐 摩 耗 性 が あ る 。 且 つ 、 摩 擦 ・ 摩 耗 が 温 度 に 左 右 さ れ な い た め 、 室 温 ～ １ ０ ０ ０ ℃ 程

度 の 広 い 温 度 域 で 使 用 可 能 で あ る 。 原 料 の 粒 度 調 整 、 焼 結 後 の 熱 処 理 条 件 に よ り 摩 擦

係 数 を コ ン ト ロ ール で き る 可 能 性 が あ る 。

【 市 場 性 （ 事 業 化 し た 際 の 市場 性がいか に高いか を記載 ）】
常 温 か ら １ ０ ０ ０ ℃ 程 度 ま で 温 度 に 左 右 さ れ ず 摩 擦 係 数 が 一 定 で 、 耐 摩 耗 性 の 大 き

い セ ラ ミ ッ ク ス 材 料 で あ り 、 常 温 か ら 高 温 ま で 広 い 温 度 範 囲 で 使 用 さ れ る し ゅ う 動 機

械 部 品 と し て 有 望 で あ る 。 原 料 の 割 合 、 粒 度 、 熱 処 理 条 件 に よ り 各 種 特 性 の も の を 作

製 で き る 。 広 域 温度 対 応 型 軸 受 、 ブ レ ー キ 等 の し ゅ う 動部 品に 適 す る 。
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技 術 開 発 課 題 の 概 要技 術 開 発 課 題 の 概 要技 術 開 発 課 題 の 概 要技 術 開 発 課 題 の 概 要

【技術 開発課題 】クロー ル型移 動機構

【開発 技術分野 】 ２． 機 械 シ ス テ ム技 術分 野

【 開 発 の ポ イ ン ト 】
回 転 円 盤 に 取 り 付 け た ロ ー ラ は 駆 動 ガ イ ド に 沿 っ て 移 動 す る た め 、 こ の 形 状 を 変 え

る こ と に よ り 移 動体 本 体 を 直 線 、 螺 旋 及 び そ れ ら を 組 み合 わせ た 部 分 に 適 用 で き る 。

【 概 要 （ 詳 細 に 記 載 ）】
回 転 円 盤 の 周 縁 部 に 等 間 隔 に 回 転 自 在 な ロ ー ラ （ 高 分 子 材 で 作 製 ） を 取 り 付 け 、 そ

れ を 壁 面 に 取 り 付 け た 駆 動 ガ イ ド 上 に 沿 わ せ る こ と に よ っ て 、 移 動 本 体 を 昇 降 さ せ る

も の で あ る 。 壁 に う す く 取 り 付 け ら れ 、 走 行 に 伴 う 音 が 小 さ い な ど こ れ ま で の 移 動 機

構 に 比 べ て 優 れ た性 能 を 有 し て い る 。 水 平 、 垂 直 、 斜 めあ らゆ る 移 動 が 可 能 で あ る 。

【 市 場 性 】 駆 動 ガ イ ド は 手 す り に 相 当 す る 走 行 ガ イ ド よ り 壁 側 に あ り ス ペ ー ス 的

に 有 利 。 駆 動 ガ イ ド は パ イ プ で 構 成 さ れ 、 ロ ー ラ が そ の 上 を 転 が る た め 潤 滑 が 必 要 な

く 汚 染 が な い 。 そ の 他 安 全 性 構 造 が シ ン プ ル 、 低 コ ス ト 化 が 期 待 さ れ る 。 高 所 へ の 作

業 移 動 体 、 横 断 歩道 橋 、 階 段 昇 降 機 等 に 利 用 が で き る 。

【 】参 考 文 献 S.Hashino:Development of New Type Stair Lift for Wheel-cheir Users, Japan-USA Symposium on
Flexible Automation, 233/236 1996( )

【 関 連 特 許 】
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技 術 開 発 課 題 の 概 要技 術 開 発 課 題 の 概 要技 術 開 発 課 題 の 概 要技 術 開 発 課 題 の 概 要

【技術 開発課題 】機械加 工試作 支援シス テム

【開発 技術分野 】２．機 械シス テム技術 分野

【開発 のポイン ト】

【 概 要 】 現 在 、 多 く の 工 作 機 械 が Ｎ Ｃ 化 さ れ る と と も に 加 工 部 が 冷 却 液 の 飛 散
防 止 用 カ バ ー で 覆 わ れ 加 工 状 況 を 作 業 者 が 確 認 す る こ と が 困 難 に な っ て い る 。 一 方 、

熟 練 作 業 者 は 従 来 型 の 汎 用 工 作 機 械 で は 加 工 状 況 を 五 感 で 認 識 し な が ら 作 業 を お こ な

い 、 加 工 条 件 を 手 動 ハ ン ド ル で 微 妙 に 修 正 し な が ら 、 最 適 と 思 わ れ る 条 件 で 加 工 し て

い る 。

本 技 術 は 、 手 動 モ ー ド 併 用 可 能 な Ｎ Ｃ 工 作 機 械 の 開 発 に 関 す る も の で あ る 。 作 業 者

が 手 に 感 じ る 振 動 や 力 な ど の 情 報 は 、 力 感 覚 制 御 部 に 内 蔵 さ れ た サ ー ボ モ ー タ で 操 作

ハ ン ド ル に 反 力 を 与 え る 。 作 業 者 が ハ ン ド ル に 対 し て 与 え た 力 を ト ル ク メ ー タ で 検 出

し 、 工 具 系 か ら 得ら れ た 実 際 の 加 工 力 と の 比 較 で 、 操 作ハ ンド ル の 反 力 を 決 定 す る 。

【 市 場 性 （ 事 業 化 し た 際 の 市場 性がいか に高いか を記載 ）】
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担 当 者：伊 藤 哲
所属機 関：機械 技術研 究所生産 ｼｽﾃﾑ部 生 産 情 報 研 究 室
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技 術 開 発 課 題 の 概 要技 術 開 発 課 題 の 概 要技 術 開 発 課 題 の 概 要技 術 開 発 課 題 の 概 要

【技術 開発課題 】電解を 利用し た先進表 面仕上げ技 術

【開発 技術分野 】 １． 材 料 ・ プ ロ セス 技術 分 野

【 開 発 の ポ イ ン ト 】

【 概 要 】 金 属 材 料 表 面 の 光 沢 あ る い は 鏡 面 仕 上 げ に は 、 従 来 、 ハ ブ 研
磨 あ る い は 電 解 研 磨 が 用 い ら れ て き た 。 前 者 は 、 作 業 者 の 熟 練 を 要 す る 自
動 化 の 難 し い 労 働 集 約 形 の 技 術 で あ る 。 ま た 、 後 者 は 、 酸 性 、 ア ル カ リ 性
の危険 な電解液 を使用し 厳しい 廃液処理 の問題を伴 う。
本 技 術 は 「 電 解 砥 粒 研 磨 」 お よ び 「 高 速 電 解 仕 上 げ 」 の 二 つ の 加 工 法、

か ら な り 、 形 状 ・ 寸 法 、 要 求 仕 様 な ど に よ り 適 宜 選 択 し て し よ う さ れ る 。
い ず れ の 場 合 に も 加 工 液 は 中 性 の 硝 酸 ソ ー ダ 水 溶 液 を 使 用 し 、 作 業 へ の 危
険や環 境問題を 伴わない 。

【市場 性 （事 業化した 際の市場 性がいか に高いか を記載 ）】

【参考 文献】
砥粒 加 工 学 会 誌 、 巻 号 ( ) 摩 擦 圧 接 、 他37 4 1993 ,219-224/

【関連 特許】
No.1746920 No. 6-00959申 請 中 平
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担 当 者：清 宮 紘一
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技 術 開 発 課 題 の 概 要技 術 開 発 課 題 の 概 要技 術 開 発 課 題 の 概 要技 術 開 発 課 題 の 概 要

【技術 開発課題 】管内脈 動流の 流速測定 装置の開発 と応用

【開発 技術分野 】機械シ ステム 技術分野

【 開 発 の ポ イ ン ト 】 内 燃 機 関 の 排 気 流 速 な ど 、 こ れ ま で 脈 動 の 影 響 が 大 き
く 測 定 が 困 難 で あ っ た 流 速 測 定 を 、 逆 に 脈 動 の 効 果 を 利 用 し て 測 定 を 可 能
にする 技術の開 発とそれ を利用 したシス テム開発。

【概 要】
自 動 車 等 に 使 用 さ れ る 内 燃 機 関 の 排 気 ガ ス 流 速 を 測 定 す る 要 求 は 、 規 制 強 化 に 伴 う 技

術 開 発 等 を 行 う 上 で 必 要 な 技 術 で あ る に も か か わ ら ず 、 従 来 は 圧 力 変 動 に 起 因 す る 脈

動 等 の 影 響 に よ り正 確 な 測 定 が 困 難 で あ っ た 。

そ こ で 、 空 間 フ ィ ル タ ー の 利 用 に よ り 、 温 度 、 圧 力 が 急 変 す る 管 内 脈 動 流 の 測 定 を 行

う 装 置 の 開 発 を 行 い 、 温 度 や 圧 力 が 急 激 に 変 化 す る 内 燃 機 関 に お け る 排 気 官 中 の 脈 動

流 測 定 装 置 の 開 発を 行 う と と も に そ れ を 応 用 し た シ ス テム 化技 術 の 開 発 を 行 う 。

【 市 場 性 （ 事 業 化 し た 際 の 市場 性がいか に高いか を記載 ）】
自動 車 等 の 市 場 は大 き い 。

【 参 考 文 献 】

【 関 連 特 許 】

【 担 当 者・所属 機関・連 絡先】
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技 術 開 発 課 題 の 概 要技 術 開 発 課 題 の 概 要技 術 開 発 課 題 の 概 要技 術 開 発 課 題 の 概 要

【 技 術 開 発 課 題 】 製 品 情 報 及 び 営 業 ・ 設 計 ・ 製 造 ・ 受 発 注 等 関 連 業 務 と の 相 互 情
報 交 換 シ ス テ ム の開 発

【 開 発 技 術 分 野 】 機 械 シ ス テ ム 技術分野

【 開 発 の ポ イ ン ト 】 ネ ッ ト ワ ー ク 利 用 協 調 設 計 製 造 技 術 、 エ ン ジ ニ ア リ ン グ シ ミ

ュ レ ー シ ョ ン 故 障 劣 化 予 測 、 使 用 情 報 の フ ィ ー ド バ ッ ク 、 製 品 メ ン テ ナ ン ス ・ ア ッ プ

グ レ ー ド 技 術 の 開発 が 中 核 技 術

【 概 要 （ 詳 細 に 記 載 ）】
製 品 の 企 画 、 設 計 か ら 製 造 、 使 用 の プ ロ セ ス に お い て ユ ー ザ と 製 造 者 が
常 時 情 報 を 共 有 ・ 融 合 す る こ と に よ り 、 ユ ー ザ に と っ て 個 別 ニ ー ズ に き め
細 か く 対 応 し た 満 足 度 の 高 い 製 品 と サ ー ビ ス を 受 け る こ と が で き 、 製 造 者
側 は 製 品 使 用 情 報 、 顧 客 情 報 の 獲 得 に よ る 高 品 質 管 理 、 設 計 製 造 の 持 続 的
改善が 可能な環 境を構築 するこ とができ る。

【市場 性 （事 業化した 際の市場 性がいか に高いか を記載 ）】
高 い ユ ー ザ 満 足 度 と い う ユ ー ザ メ リ ッ ト と 同 時 に 製 造 知 識 の 高 付 加 価 値 化 と 新 た な

生 産 技 術 と し て 製 造 者 側 メ リ ッ ト に つ な が る こ と を 意 図 し て お り 、 熟 練 者 技 能 の 再 利

用 化 や 技 能 の 継 承な ど 製 造 業 の 発 展 や 新 た な 分 野 の 創 出が 期待 で き る 。

【 参 考 文 献 】

【 関 連 特 許 】

【 担 当 者・所属 機関・連 絡先】
担 当 者：小 島俊雄
所属機 関：機械 技術研 究所物理情 報部
連 絡 先 ： 〒〒〒〒 ３０５ －８ ５ ６ ４

茨 城 県 つ く ば 市 並 木 １ － ２
TEL FAX： ：： ：： ：： ：０２９８ － － ０ ２ ９ ８ － －０ ２ ９ ８ － － ０ ２ ９ ８ － －０ ２ ９ ８ － － ０ ２ ９ ８ － －０ ２ ９ ８ － － ０ ２ ９ ８ － －５ ８ ７ ０ ５ １ 、 ５ ８ ７ ０ ９ １

E-mail ：：：： kojima@mel.go.jp



技 術 開 発 課 題 の 概 要技 術 開 発 課 題 の 概 要技 術 開 発 課 題 の 概 要技 術 開 発 課 題 の 概 要

【技術 開発課題 】高機能 薄膜作 製技術

【開発 技術分野 】材料プ ロセス 技術分野

【開発 のポイン ト】
高 機 能 、 特 に 摩 擦 電 磁 気 現 象 を 制 御 で き る 超 薄 膜 （ 原 子 サ イ ズ ～ ナ ノ メ ー ト ル サ

イ ズ ） 作 成 技 術 を開 発 す る 。

【 概 要 】
摩 擦 電 磁 気 現 象 は 次 世 代 の 高 性 能 マ イ ク ロ 機 械 シ ス テ ム の 開 発 に と っ て 重 要 で あ

る 。 こ れ ま で 当 研 究 所 で は 、 摩 擦 電 磁 気 現 象 に つ い て 計 測 装 置 の 開 発 と 本 現 象 の 応 用

に 関 す る 多 く の 成果 を 上 げ て き た 。

今 後 は 、 こ れ ま で の 研 究 成 果 を 活 か し て 、 摩 擦 電 磁 気 現 象 を 制 御 で き る 高 機 能 ・ 高

性 能 薄 膜 作 成 技 術 を 開 発 す る 。 こ の 際 、 開 発 し た 薄 膜 の 電 磁 気 性 能 を こ れ ま で 当 研 究

所 で 開 発 し た 計 測技 術 を 用 い て 評 価 す る 。

【 市 場 性 （ 事 業 化 し た 際 の 市場 性がいか に高いか を記載 ）】
摩 擦 電 磁 気 現 象 を 抑 制 し た 原 子 サ イ ズ ～ ナ ノ メ ー ト ル サ イ ズ の 厚 さ の 超 薄 膜 コ ー テ

ィ ン グ が 望 ま れ て い る コ ン タ ク ト 方 式 超 高 密 度 磁 気 記 録 に 用 い ら れ る 磁 気 デ ィ ス ク は

次 世 代 の コ ン ピ ュー タ 産 業 に と っ て 不 可 欠 で あ り 、 大 きな 市場 性 が あ る 。

【 参 考 文 献 】
中山 景 次 摩 擦 電 磁 気 現 象 と そ の 材 料依 存性 ま て り あ 巻 号 ( ) －、「 」、 、 ．38 2 1999 93 96

【関連 特許】
なし

【 担 当 者 ・ 所 属 機 関 ・ 連 絡 先 】
担 当 者：中 山 景次
所属機 関：機械 技術研 究所 生産 システム 部変形 工学研究室
連 絡 先 ： 〒〒〒〒 305-8564

茨城県つく ば市並 木１－２
TEL FAX： ：： ：： ：： ：０２９８ － ５ ８ － ７ ０ ６ ８ ０ ２ ９ ８ － ５ ８ － ７ １ ６ ７０ ２ ９ ８ － ５ ８ － ７ ０ ６ ８ ０ ２ ９ ８ － ５ ８ － ７ １ ６ ７０ ２ ９ ８ － ５ ８ － ７ ０ ６ ８ ０ ２ ９ ８ － ５ ８ － ７ １ ６ ７０ ２ ９ ８ － ５ ８ － ７ ０ ６ ８ ０ ２ ９ ８ － ５ ８ － ７ １ ６ ７、

E-mail ：：：： nakayama@mel.go.jp



技 術 開 発 課 題 の 概 要技 術 開 発 課 題 の 概 要技 術 開 発 課 題 の 概 要技 術 開 発 課 題 の 概 要

【技術 開発課題 】 大気 微 量 物 質 採集 Ｕ Ａ Ｖ シ ス テ ム

【 開 発 技 術 分 野 】 環境 ･リ サ イ ク ル 技術 分 野

【 開 発 の ポ イ ン ト 】 大 気 サ ン プ リ ン グ 法 の ハ イ ･パ ワ ー 化 に よ る 大 気 サ ン プ ル 量

の 増 加 と サ ン プ ル 装 置 の 小 型 化 、 サ ン プ ラ ー の プ ラ ッ ト フ ォ ー ム に な る 小 型 無 人 Ｌ Ｔ

Ａ 機 の 回 収 の 自 動化 に よ る １ 人 の 操 作 者 で の サ ン プ ル 業務 の簡 易 化 。

【 概 要 】 道 路 の 沿 線 や 産 業 廃 棄 物 や ゴ ミ 処 理 上 等 の 大 気 汚 染 分 質 （ た と へ ば

ダ イ オ キ シ ン ） 排 出 の 可 能 性 の 高 い 上 空 で の サ ン プ ル 空 気 の 採 集 は 毎 回 約 １ 立 米 が 必

要 で あ り 、 ほ ぼ 空 中 の 定 点 で 静 止 し 、 大 気 を 攪 乱 さ せ ず に 、 大 量 の サ ン プ リ ン グ が で

き る 無 人 機 に 小 型 Ｌ Ｔ Ａ 機 が あ る が 、 今 ま で の 機 体 は 寸 法 が 大 き く 、 取 扱 い に 多 人 数

を 要 し た の で 、 実 際 は こ の 分 野 で の 利 用 は 限 ら れ て い た 。 し か し 、 サ ン プ リ ン グ 法 の

改 良 と 、 機 体 回 収 の 自 動 化 を 行 い 、 １ 人 で 簡 便 に 取 扱 え る サ ン プ リ ン ･シ ス テ ム と し

て の 機 能 を 実 現 すれ ば 市 場 の 拡 大 化 と 広 範 な 普 及 を は かれ る。

【 市 場 性 】 環 境 市 民 団 体 は 言 う に 及 ば ず 、 市 民 の １ 人 １ 人 の レ ベ ル ま で 、 マ ー ケ

ッ ト を 広 げ る こ とに よ り 大 気環 境 の 監 視 を 国 民 的 レ ベ ル で 行 え る こ と を可 能 と す る、 。

市 町 村 や 都 道 府 県 の 地 方 公 共 体 で は 貸 し 出 し サ ー ビ ス も 含 め て 、 各 団 体 毎 に 数 十 セ ッ

ト の 購 入 が 見 込 まれ る 。

【 参 考 文 献 】
２１ 世 紀 を 目 指 した 小 型 飛 行 船 の 可 能 性 恩 田 応 用 機 械 工 学 ､ 年 月 号、 、 、1994 1 PP.78-80
新 し い 時 代 に 甦 る新 飛 行 船 、 恩 田 、 日 本 造 船 学 会 誌 第 号 （平 成 ８ 年 ５ 月 ）803 PP.36-41

【関連 特許】
飛行 船 型 成 層 圏 プラ ッ ト フ ォ ー ム の 地 上 支 援 用 設 備 、 特願 平１ １ － ０ ４ ２ １ ５ ６

【 担 当 者 ・ 所 属 機 関 ・ 連 絡 先 】
担 当 者：恩 田 昌彦
所属機 関：機械 技術研 究所 物理 情報部 計測制 御研究室
連 絡 先 ： 〒〒〒〒 ３０ ５－８ ５ ６ ４

茨 城 県 つ く ば 市 並 木 １ － ２
TEL FAX： ：： ：： ：： ：０２９８ － － ０ ２ ９ ８ － －０ ２ ９ ８ － － ０ ２ ９ ８ － －０ ２ ９ ８ － － ０ ２ ９ ８ － －０ ２ ９ ８ － － ０ ２ ９ ８ － －５ ８ ７ ０ ６ ４ 、 ５ ８ ７ ０ ６ ４

E-mail ：：：： onda@mel.go.jp



技 術 開 発 課 題 の 概 要技 術 開 発 課 題 の 概 要技 術 開 発 課 題 の 概 要技 術 開 発 課 題 の 概 要

【技術 開発課題 】複式ア ーク溶 接の実用 化

【開発 技術分野 】材料・ プロセ ス技術分 野

【 開 発 の ポ イ ン ト 】 機 械 研 で 開 発 し た 複 式 溶 接 を 実 際 の 作 業 に 活 か す に は 、 周 辺

デ ー タ （ 熱 管 理 デ ー タ 等 ） お よ び 継 手 性 能 の 確 認 試 験 等 に 裏 付 け ら れ た 施 工 要 領 の 確

立 が 必 要 と な る 。特 に 、 高 合 金 溶 接 デ ー タ の 充 実 が 開 発の ポイ ン ト と な る 。

【 概 要 】
複 式 ア ー ク 溶 接 の 施 工 条 件 設 定 の た め の デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム は 、 で 公 開RIODB/026
中 で あ る 。 複 式 溶 接 は 、 従 来 の 単 式 法 に く ら べ 溶 接 効 率 と 、 品 質 向 上 が 図 れ る 。 本 法

の 普 及 の た め に は 、 施 工 試 験 で 検 証 す る 必 要 で あ る 。 具 体 的 に は 、 鋼 種 別 （ 軟 鋼 、 高

張 力 鋼 、 ｸﾛﾑ ﾓ ﾘ ﾌ ﾞ ﾃ ﾞ ﾝ鋼 ス テ ン レ ス 鋼 ） の 溶 接 継 手 性 能 を 保 証 す る 適 正 な 施 工 条 件 を 実

験 で 求 め 実 用 性 を評 価 す る ま た 今 後 軽 量 化 の た め 非 鉄 金 属 特 に 需 要 が 見 込 め る。 、 、 、

マ グ ネ シ ウ ム 合 金へ の 複 式 溶 接 の 効 果 を 検 証 す る 。

【 市 場 性 】
高 度 な 溶 接 施 工 技 術 の 開 発 と 施 工 条 件 の デ ー タ ベ ー ス 化 は 、 中 小 企 業 の 技 術 力 強 化

及 び 技 術 ・ 技 能 の伝 承 に 貢 献 で き 市 場 性 が 高 い 。

【 参 考 文 献 】
イン タ ー ネッ トに よ る デ ー タ ベ ー ス の 公 開 と 利 用 、 溶接 学会 論 文 集 １ ７ 巻 １ 号

P180 185 1999.2－ 、 小 林 秀雄 、 小 島 俊 雄 、 中 原 征 治 、 関 口 博 、 大谷 成 子

【 関 連 特 許 】
複 式 ア ー ク 溶 接 法 特 許 第 号 平成４年８ 月１１ 日 小林1685435

【担当 者・所属 機関・連 絡先】
担 当 者：小 林 秀雄
所属機 関：機械 技術研 究所 生産 システム 部 界 面制御研究 室
連 絡 先 ： 〒 ３０５〒 ３０５〒 ３０５〒 ３０５ －８６５ ４

茨 城 県 つ く ば 市 並 木 １ － ２
TEL FAX： ：： ：： ：： ：０２９８ － ５ ８ － ７ ２ １ ９ ０ ２ ９ ８ － ５ ８ － ７ １ ６ ７０ ２ ９ ８ － ５ ８ － ７ ２ １ ９ ０ ２ ９ ８ － ５ ８ － ７ １ ６ ７０ ２ ９ ８ － ５ ８ － ７ ２ １ ９ ０ ２ ９ ８ － ５ ８ － ７ １ ６ ７０ ２ ９ ８ － ５ ８ － ７ ２ １ ９ ０ ２ ９ ８ － ５ ８ － ７ １ ６ ７、

E-mail ：：：： kobayashi@mel.go.jp



技 術 開 発 課 題 の 概 要技 術 開 発 課 題 の 概 要技 術 開 発 課 題 の 概 要技 術 開 発 課 題 の 概 要

【技術 開発課題 】微細構 造物の 非破壊検 査技術開発

【開発 技術分野 】電子・ 情報処 理技術分 野

【 開 発 の ポ イ ン ト 】 高 感 度 ・ 高 解 像 度 ア レ イ 型 Ｘ 線 検 出 器 の 開 発 、 マ イ ク
ロ フ ォ ー カ ス Ｘ 線 源 を 用 い た マ イ ク ロ Ｘ 線 Ｃ Ｔ シ ス テ ム 構 築 、 及 び 特 徴 抽
出のた めの画像 処理技術 開発を 行う。

【 概 要 】当 所 で 開発 中 の 半 導 体 に フォ ト リ ソグ ラ フ ィで 電 極加 工CdTe
し た 高 分 解 能 ・ 高 感 度 リ ニ ア ア レ イ Ｘ 線 検 出 器 は 、 従 来 の シ ン チ レ ー タ 型
検 出 器 と 同 程 度 の 分 解 能 を 持 ち な が ら 感 度 が 大 幅 に 向 上 し て い る た め 、 高
エ ネ ル ギ ー Ｘ 線 に よ る 金 属 加 工 物 の 非 破 壊 検 査 で 特 に 有 効 と な る 。 ま た 、
ア レ イ の ２ 次 元 化 を 図 り 、 マ イ ク ロ フ ォ ー カ ス Ｘ 線 源 、 特 殊 画 像 処 理 技 術
と組み 合わせる ことによ り、測 定目的に 特化したシ ステム を構築で きる。

【 市 場 性 】 ２ １ 世 紀 の 基 幹 産 業 と な る と 予 想 さ れ る マ イ ク ロ マ シ ン の 高 分
解 能 非 破 壊 検 査 技 術 と し て 有 望 で あ る 。 ま た 、 触 媒 、 岩 石 、 骨 な ど の 内 部
微 細 構 造 物 を 多 次 元 的 に 可 視 化 で き る の で 高 機 能 計 測 装 置 と し て の 需 要 が
高 い 。 さ ら に 、 高 感 度 特 性 を 生 か し て 工 場 の 生 産 ラ イ ン 等 に 組 み 込 む こ と
で、モ ニタリン グの高速 化、高 解像度化 が期待でき る。

【 参 考 文 献 】 三 澤 他 「 高 速 Ｘ 線 Ｃ Ｔ 用 リ ニ ア ア レ イ 検 出 器 の 開 発 」、 CdTe
日本原 子力学会 秋の大会 、 （ 発表 予定）1999.9.11

【関連 特許】検 討中

【担当 者・所属 機関・連 絡先】
担 当 者：三 澤雅樹
所属機 関：機械 技術研 究所 物理 情報部 計測制 御研究室
連 絡 先 ： 〒〒〒〒 ３０５ －８ ５ ６ ４

茨 城 県 つ く ば 市 並 木 １ － ２
TEL FAX： ：： ：： ：： ：０２９８ － ５ ８ － ７ １ ０ ６ ０ ２ ９ ８ － ５ ８ － ７ ０ ９ １０ ２ ９ ８ － ５ ８ － ７ １ ０ ６ ０ ２ ９ ８ － ５ ８ － ７ ０ ９ １０ ２ ９ ８ － ５ ８ － ７ １ ０ ６ ０ ２ ９ ８ － ５ ８ － ７ ０ ９ １０ ２ ９ ８ － ５ ８ － ７ １ ０ ６ ０ ２ ９ ８ － ５ ８ － ７ ０ ９ １、

E-mail ：：：： misawa@mel.go.jp



技 術 開 発 課 題 の 概 要技 術 開 発 課 題 の 概 要技 術 開 発 課 題 の 概 要技 術 開 発 課 題 の 概 要

【技術 開発課題 】 を 用いた 形状デザイ ンシス テムの開 発VR

【開発 技術分野 】機械シ ステム 技術分野

【 開 発 の ポ イ ン ト 】 ３ 次 元 表 示 さ れ た コ ン ピ ュ ー タ 内 の 仮 想 塑 性 材 料 を 用
い て 、 あ た か も 直 接 手 で 触 れ て い る か の よ う な 仮 想 現 実 感 を 感 じ な が ら 、
形状を デザイン できるシ ステム を開発す る。

【 概 要 】 デ ィ ス プ レ イ に 提 示 さ れ る 次 元 仮 想 塑 性 材 料 を 、 デ ザ イ ナ3
ー が 仮 想 の 手 か ら 接 触 や 変 形 に 伴 う 力 を 感 じ な が ら 自 由 な 発 想 の 基 づ い て
形 状 を デ ザ イ ン で き る シ ス テ ム を 開 発 す る 。 こ の た め に 求 め ら れ る 、 リ ア
ル タ イ ム で 変 形 で き る 次 元 仮 想 塑 性 モ デ ル の 開 発 、 変 形 に 伴 う 反 力 を リ3
ア ル タ イ ム で デ ザ イ ナ ー に フ ィ ー ド バ ッ ク す る 技 術 、 こ れ ら を 実 現 す る シ
ステム 化技術を 開発する 。

【 市 場 性 】 時 計 や 宝 飾 製 品 は も と よ り 、 近 年 で は 自 動 車 な ど の 耐 久 消 費 財
な ど に も 個 性 化 を 反 映 し た デ ザ イ ン が 求 め ら れ る よ う に な っ て い る 。 本 技
術 は デ ザ イ ナ ー の 感 性 や 発 想 を 支 援 し な が ら 、 迅 速 に 形 状 デ ザ イ ン が 行 え
る技術 を提供す るもので あり、 広範な産 業へ波及す ること が期待で きる。

【参考 文献】日 刊工業新 聞 (平 成 １ １ 年 ６ 月 １ １ 日 付 け )
機 械 技 術 研 究 所 研 究 発 表 会 予 稿 (４ 月 １ １ 日 付 け )等

【 関 連 特 許 】 特 許 平 １ １ － １ ６ ３１００ 号

【担当 者・所属 機関・連 絡先】
担 当 者：廣 瀬伸吾、 森 和 男
所属機 関：機械 技術研 究所 生産 システム 部 生 産情報研究 室
連 絡 先 ： 〒〒〒〒 305-8564

茨城県つく ば市並 木 1-2
TEL FAX： ：： ：： ：： ：０２９８ － ５ ８ － ７ ０ ７ ５ ０ ２ ９ ８ － ５ ８ － ７ ２ ０ １０ ２ ９ ８ － ５ ８ － ７ ０ ７ ５ ０ ２ ９ ８ － ５ ８ － ７ ２ ０ １０ ２ ９ ８ － ５ ８ － ７ ０ ７ ５ ０ ２ ９ ８ － ５ ８ － ７ ２ ０ １０ ２ ９ ８ － ５ ８ － ７ ０ ７ ５ ０ ２ ９ ８ － ５ ８ － ７ ２ ０ １、

E-mail ： 、： 、： 、： 、hirose@mel.go.jp mori@mel.go.jp



技 術 開 発 課 題 の 概 要技 術 開 発 課 題 の 概 要技 術 開 発 課 題 の 概 要技 術 開 発 課 題 の 概 要

【技術 開発課題 】音響信 号によ る加工状 況診断

【開発 技術分野 】機械シ ステム 技術分野

【 開 発 の ポ イ ン ト 】 機 械 加 工 時 に お い て ， 熟 練 工 に よ る 加 工 状 況 の 診 断 に は 加 工

音 が 重 要 な 手 が か り に な る が ， そ の 識 別 に は 多 く の 経 験 を 要 す る ． 信 号 処 理 に よ り 非

熟 練 作 業 者 に も 容易 に 識 別 で き る よ う に 情 報 提 示 す る 技術 を開 発 す る ．

【 概 要 】 機 械 加 工 の 熟 練 作 業 者 が 加 工 状 況 を 診 断 す る 際 に は ， 加 工 音 が 重 要 な
手 が か り と な る ． ま た 加 工 音 デ ー タ は 特 別 な セ ン サ を 工 具 系 に 取 り 付 け る こ と な く ，

離 れ た 位 置 か ら 容 易 に 収 集 で き る 利 便 性 が あ る ． し か し な が ら ， そ の 識 別 に は 多 く の

経 験 を 要 し 非 熟 練 者 業 者 は 容 易 に 行 え な い ． ま た 背 景 ノ イ ズ の 混 入 や 音 響 レ ベ ル の 変

動 の た め 自 動 判 別は 困 難 で あ っ た ． ( )等 の 信 号 処 理 法 によ り ，SDP Symmetrized Dot Patterns
音 響 の 持 つ 特 徴 を 抽 出 し ， 非 熟 練 者 業 者 に も 容 易 に 識 別 で き る よ う に 表 示 す る こ と を

試 み る ．

【 市 場 性 】
音 響 に よ る 診 断 は ， 非 接 触 の マ イ ク ロ ホ ン を 用 い て 行 わ れ る た め ， 振 動 や 力 を の 検

出 に 比 べ ， 測 定 の 自 由 度 や 測 定 に か か る 費 用 の 面 で 有 利 と な る ． 熟 練 作 業 者 の 経 験 を

要 し な い 診 断 法 の開 発 は ， 膨 大 な 時 間 と 経 費 の 節 約 に なる ．

【 参 考 文 献 】
Cliffort A. Pickover, "On the use of symmetrized dot patterns for the visusal characterization of speech waveformts and
other sampled data", J.Acoust. Soc. Am.89 3 , Sep.1986, pp.955-965.( )

白 井 ， 柴 田 ， 他 「 音 響 信 号 に よ る の 異 常 診 断 技 術 の 開 発 」 空 気 調 和 ・ 衛 生 工 学 会FFU
学 術 講 演 論 文 集 ( )1996 , pp.1033-1049.
笠 島 ， 森 「 法 に よ る 加 工 プ ロ セ ス の 診 断 ・ 表 示 技 術 」 年 度 精 密 工 学 会 春 季 大SDP 1997
会 学 術 講 演 集 pp.973-974.

【関連 特許】

【担当 者・所属 機関・連 絡先】
担 当 者：服 部光郎
所属機 関：機械 技術研 究所（生産 システム 部複合 加工研究室 ）
連 絡 先 ： 〒〒〒〒 ３０５ －８ ５ ６ ４



茨城県つく ば市並 木１－２
TEL FAX： ：： ：： ：： ：０２９８ － ５ ８ － ７ ０ ７ ２ ０ ２ ９ ８ － ５ ８ － ７ ２ ０ １０ ２ ９ ８ － ５ ８ － ７ ０ ７ ２ ０ ２ ９ ８ － ５ ８ － ７ ２ ０ １０ ２ ９ ８ － ５ ８ － ７ ０ ７ ２ ０ ２ ９ ８ － ５ ８ － ７ ２ ０ １０ ２ ９ ８ － ５ ８ － ７ ０ ７ ２ ０ ２ ９ ８ － ５ ８ － ７ ２ ０ １、

E-mail ：：：： hattori@mel.go.jp

技 術 開 発 課 題 の 概 要技 術 開 発 課 題 の 概 要技 術 開 発 課 題 の 概 要技 術 開 発 課 題 の 概 要

【技術 開発課題 】超磁歪 材料応 用技術

【開発 技術分野 】機械シ ステム 技術分野

【 開 発 の ポ イ ン ト 】 超 磁 歪 材 料 は 、 大 き な 負 荷 に 対 し て も 大 き な 磁 歪 を 生 じ る こ

と 、 磁 界 の 変 化 に 対 し て 応 答 性 が よ い 、 非 接 触 で 駆 動 で き る 、 な ど の 特 徴 を も っ て い

る 。 こ の 超 磁 歪 材 料 を ア ク チ ュ エ － タ と し て 、 １ ． 研 削 盤 、 旋 盤 な ど 主 軸 に 取 り 付 け

ら れ た 回 転 す る 工 具 を ナ ノ メ － ト ル の 微 小 量 、 精 密 に 駆 動 す る 。 ２ ． ピ ス ト ン を

マ イ ク ロ 秒 の 時 間 に マ イ ク ロ メ － タ 駆 動 す る こ と に よ っ て ピ コ リ ッ ト ル の 液 滴 を つ く

る 。

【 概 要 】
１ ． 研 削 盤 や 旋 盤 な ど 回 転 主 軸 を も つ 工 作 機 械 に お い て 、 主 軸 の 中 心 部 に 棒 状 の 超 磁

歪 材 料 を 固 定 し 、 主 軸 外 部 に 巻 い た コ イ ル で 磁 界 の 強 さ を 制 御 す る こ と に よ っ て 超 磁

歪 材 料 の 変 位 量 を 制 御 し 、 回 転 主 軸 に 取 り 付 け た 砥 石 や 工 具 を 微 少 か つ 正 確 に 軸 方 向

に 送 る 。

２ ． プ ラ ン ジ ャ － で 、 ピ ス ト ン に よ っ て シ リ ン ダ － 内 の 液 体 を 超 微 少 量 だ け シ リ ン ダ

－ の 先 端 か ら 噴 射 さ せ る 。 た と え ば 液 体 が 水 の 場 合 、 直 径 ﾏｲｸ ﾛ ﾒ ﾀの 水 滴 を 噴 射 さ10 -
せ る た め に は ﾏｲｸﾛ秒 の 短 時 間 に 水 圧 を オ ン ・ オ フ し な け れ ば な ら な い 。 超 磁 歪 材 料2
に は そ の 能 力 が ある 。

【 市 場 性 】
１ ． シ リ コ ン ウ ェ ハ 、 光 学 ガ ラ ス 、 セ ラ ミ ッ ク ス な ど 、 電 子 部 品 の 大 型 化 、 超 精 密 化

に 対 す る 要 求 は 高 い 。 一 般 に 超 精 密 加 工 は 能 率 が 悪 い が 、 こ の 超 磁 歪 材 料 を 用 い る こ

と に よ り 大 幅 な 加工 工 程 の 短 縮 と 加 工 精 度 の 向 上 が 図 れる 。

２ ． 超 微 少 液 滴 を つ く る 技 術 は 、 超 Ｌ Ｓ Ｉ の 製 造 や プ リ ン タ － 技 術 な ど の 他 バ イ オ 関

係 に お い て も 必 要と さ れ て い る 。

【 参 考 文 献 】



① 近 藤 ， 篠 崎 「 超 磁 歪 材 料 の 強 度 お よ び 磁 歪 特 性 」 機 械 技 術 研 究 所 所 報 巻 号47 5
( )， ② 近 藤 「 超 磁 歪 材 料 内 の 波 動 伝 ぱ 」 日 本 機 械 学 会 講 演 論 文 集 ( )1993 No.97-1 1997 ,，

No.97-14 1997( )③ 近 藤 ， 原 田 、 多 田 ， 美 斉 津 「 超 磁 歪 材 料 を 用 い た 液 滴 注 射 器 」 日 本 機

械 学 会 講 演 論 文 集 ( ) ( )V ,No.98-3 1998

【関連 特許】
①近 藤 「 超 磁 歪 材 料 の 駆 動 方 法 ， 特 願 平 号 ② 近 藤 「 超 微 少 液 滴 の 噴 射， 」 ，9-174160
装 置 ， 特 願 平 号 ③ 近 藤 ， 田 村 「 工 作 機 械 に お け る 超 磁 歪 材 料 を 用 い た」 ，10-275191
微 少 送 り 制 御 装 置 ， 特 願平 号」 11-138696

【担当 者・所属 機関・連 絡先】
担 当 者：近 藤孝之
所属機 関：機械 技術研 究所 極限 技術部 精密機 構研究室
連 絡 先：〒 ３０５－ ８５６ ４

茨城県つく ば市並 木１－２
TEL FAX： ：： ：： ：： ：０２９８ － － ０ ２ ９ ８ － －０ ２ ９ ８ － － ０ ２ ９ ８ － －０ ２ ９ ８ － － ０ ２ ９ ８ － －０ ２ ９ ８ － － ０ ２ ９ ８ － －５ ８ ７ １ ３ ３ 、 ５ ８ ７ １ ２ ９

E-mail ：：：： kondo@mel.go.jp

技 術 開 発 課 題 の 概 要技 術 開 発 課 題 の 概 要技 術 開 発 課 題 の 概 要技 術 開 発 課 題 の 概 要

【技術 開発課題 】歯車冷 間鍛造 シミュレ －ション技 術

【開発 技術分野 】材料・ プロセ ス技術分 野

【開発 のポイン ト】
歯 車 を ネ ッ ト シ ェ イ プ 冷 間 鍛 造 す る た め に 必 要 な 素 形 材 の 塑 性 流 動 解 析 、 歯 車 金 型

の 応 力 と 変 形 解 析の ソ フ ト を 開 発 す る 。

【 概 要 】 も の づ く り に 、 地 球 温 暖 化 や 環 境 汚 染 を 考 え な け れ ば な ら な い 世 の 中
で あ る 。 歯 車 の 製 造 も 例 外 で は な い 。 製 造 プ ロ セ ス の シ ン プ ル 化 、 製 造 エ ネ ル ギ － の

低 減 化 を 考 え な け れ ば な ら な い 。 機 械 部 品 の 製 造 法 が 、 今 後 ど の よ う に 変 化 し て い く

の か 考 え る と 、 エ ネ ル ギ － ミ ニ マ ム な ネ ッ ト シ ェ イ プ 冷 間 鍛 造 が ま す ま す 盛 ん に な る

と 思 わ れ る 。 既 に 多 く の 機 械 部 品 が ネ ッ ト シ ェ イ プ 化 さ れ つ つ あ る が 、 こ れ は 、 加 工

に 適 し た ワ － ク あ る い は 金 型 の 材 料 開 発 に も よ る が 、 鍛 造 解 析 ソ フ ト ウ ェ ア の 進 歩 に

よ る と こ ろ も 大 き い 。 金 型 の 表 面 と 高 い 面 圧 で 接 し な が ら 素 材 が 塑 性 流 動 し 、 金 型 に

は 大 き な 応 力 が 発 生 し 、 変 形 す る 。 そ の 様 子 が 、 歯 車 の よ う に 複 雑 な 形 状 の 部 品 に つ

い て も 高 い 精 度 でシ ミ ュ レ － ト で き る 技 術 を 確 立 す る 。



【 市 場 性 】 現 在 は ほ と ん ど の 歯 車 を 切 り 粉 を 出 す 方 法 で つ く っ て い る 。 あ る 歯" "
車 工 場 で は １ 個 の 歯 車 で 材 料 費 円 加 工 費 円 熱 処 理 円 計 円、 、 、 、 、 、500 2000 500 3000
歯 車 １ 種 類 あ た り 日 産 百 個 、 月 産 数 千 個 、 年 間 数 万 個 、 年 間 １ 億 円 程 度 の 製 造 費 で あ

る 。 こ れ を 冷 間 鍛 造 で つ く る と す る と 、 １ 個 の 金 型 は お よ そ １ 万 個 の 歯 車 を つ く る 能

力 が あ る と 考 え ら れ る の で 、 年 間 数 個 の 金 型 、 そ の 費 用 が 万 円 か ら 千 万 円 、 材500 1
料 費 、 熱 処 理 の 費 用 を 入 れ て も 、 切 り 粉 を 出 す 方 法 に 比 べ て 半 値 で あ る 。 歯 車 に は" "
多 く の 種 類 が あ る。 日 本 全 体 で は 一 般 産 業 用 で 億 円 、 自 動 車 関 連 で ～ 千 億 円2000 5 6
程 度 と 考 え ら れ る 。 こ の 歯 車 の 業 界 に 、 １ 発 、 数 秒 で 歯 車 を つ く る 技 術 が 導 入 さ れ る

と 、 業 界 の 生 産 形態 が す っ か り 変 わ る 。
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技 術 開 発 課 題 の 概 要技 術 開 発 課 題 の 概 要技 術 開 発 課 題 の 概 要技 術 開 発 課 題 の 概 要

【技術 開発課題 】 光ア ク チ ュ エ － タ素 子

【 開 発 技 術 分 野 】 材 料 プ ロ セ ス 分野、機 械システム 技術分 野

【 開 発 の ポ イ ン ト 】 光 ア ク チ ュ エ － タ 素 子 は 、 セ ン サ ・ ア ク チ ュ エ － タ ・ コ ン ト

ロ － ラ ・ 発 電 器 ・ エ ネ ル ギ － 変 換 素 子 と し て 適 し て い る が 、 従 来 か ら 用 い ら れ て い る

焼 結 セ ラ ミ ッ ク ス体 に は 多 結 晶 体 で あ る 故 の 問 題 点 微 結 晶中 の 分 極 履 歴 の 存 在、 （ 、 ）

が 存 在 し て い た 。 そ こ で 、 単 結 晶 体 を 中 心 に 材 料 開 発 を 行 っ た 結 果 ニ オ ブ 酸 リ チ ウ ム

系 材 料 が こ れ ら の問 題 点 を 克 服 す る こ と が 分 か っ た 。



【 概 要 】 光 セ ン サ 、 光 ア ク チ ュ エ － タ 、 光 コ ン ト ロ － ラ 、 光 発 電 器 、 光 エ ネ ル
ギ － 変 換 素 子 等 の 光 機 能 素 子 及 び 集 積 化 シ ス テ ム に 適 し た 光 ア ク チ ュ エ － タ 素 子 を 開

発 し た 。 こ の 素 子 は 、 単 結 晶 材 料 で あ り 、 従 来 用 い ら れ た き た チ タ ン 酸 ジ ル コ ン 酸 ラ

ン タ ン 鉛 （ Ｐ Ｌ Ｚ Ｔ ） な ど の 多 結 晶 体 セ ラ ミ ッ ク ス と は 異 な り 、 軸 方 向 の 不 統 一 、 ヒ

ス テ リ ス ス ・ ク リ－ プ な ど は 存 在 し な い 。 ま た 、 応 答 速度 の改 善 も 期 待 で き る 。

し か し な が ら 、 本 素 子 は バ ル ク 単 結 晶 体 を 対 象 に し て い る た め に 、 マ イ ク ロ 加 工 技

術 へ の 技 術 的 な 整 合 性 を い か に と る か が 未 解 決 な 問 題 で あ る 。 幾 つ か の ニ オ ブ 酸 系 の

材 料 は 薄 膜 作 成 技 術 に よ っ て 単 結 晶 薄 膜 化 が 行 わ れ て き て い る が 、 本 素 子 及 び 本 機 能

が ど の よ う な 成 膜プ ロ セ ス に よ っ て 発 現 す る か に つ い ては 未だ に 検 討 さ れ て い な い 。

従 っ て 、 本 研 究 で は 今 後 い か に 本 素 子 を マ イ ク ロ 加 工 技 術 の 中 に 位 置 付 け 、 機 能 の

発 現 を 明 ら か に して い く か を 技 術 開 発 課 題 と し て 取 り 組む 。

【 市 場 性 】 セ ラ ミ ッ ク ス 多 結 晶 体 で は 存 在 し な か っ た 、 単 結 晶 材 料 の 特 性 を 引 き 出
す こ と が で き れ ば 、 新 素 子 と し て 新 し い 市 場 開 拓 に 貢 献 で き る 。 ま た 、 本 素 子 は エ ネ

ル ギ － 変 換 素 子 と し て の 利 用 が 可 能 で あ り 、 機 能 性 素 子 と し て の 新 し い 材 料 開 発 を す

る こ と に な る 。
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